
概要   

一■＝■一一一■■■■■■■■■－■■一一－－－－－－－－－－－－－－－－－一■■■■－－－－－－－－－－一■■■■－■一一●●■■■■‾ 非定型BSE（BASE）に感染した無症候のイタリアの乳牛の  

脳ホモジネートをカニクイザルに脳内接種した。BASE接  
種サルは生存期間が短く、古典的BSEまたはvCJD接種  
サルとは異なる臨床的展開、組織変化、PrPresパターン  
を示した。感染牛と同じ国の孤発性CJD患者でPrPが異  
常なウエスタンプロットを示す4例のうち3例のPrPresに同  

じ生化学的特徴を認めた。BASEの霊長類における高い  
病原性および見かけ上孤発性CJDである症例との関連  

の可能性が示唆された。  

感染症（PT）  異型クロイツ  

フェルトヤコ  
ブ病  

南アフリカとザンビア出身者の最近の死亡例3例はアレナ  

ウイルス科のウイルスが原因あることが、NICDおよび  
CDCで行われた検査の結果明らかとなった。詳細な分析  
が継続されている。一方、南アフリカでは患者と密搾に接  
触した看護師が感染し、入院中である。  

WHO／EPR2008年  

10月13日  

ウイルス感染  

カザフスタンのKyzylordinsky地区で2008年7月1日に、暫  
定的に炭痕と診断され入院した35歳の男性は、7月3日に  
死亡した。この患者は病気の雌牛を屠殺していた。7月2  
日には同じ牛の屠殺に参加していた更に2名が炭症の疑  

いで入院した。この2名の状態は順調である。  

炭症  
ProMED－  

mai120080707．2061  

ベトナムHaGiang省で、2008年6月下旬に炭症に啓染した  
牛肉を食べた後、約420名が中毒となった。同省の予防保  
健センターは、感染した人々はMeoVac地方のPoOua村  
の約90家族であると発表した。2008年6月21日に、死因不  
明の雌牛の牛肉を食べた2家族が感染し、6月29日に2名  
が死亡し、3名が危篤である。  

ProMED－ mai120080708．2080  
炭痕  

2008年7月14日現在、キルギスタン南部で、ヒトにおいて  
炭症症例9例が確定され、34名が炭痕の疑いで入院中で  
ある。確定例のうちの1例である78歳男性は2008年7月10  
日に死亡した。この患者は感染した動物を屠殺した後、  
発病したが、数日間家で過ごし、7月9日に病院に行った  
時には手遅れであった。   

硬直…‾‾‾‾‾‾‾‾  
ProMED－  

mai120080716．2161  
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概要   

2008年7月15日、キルギスタン南部で、汚染した牛肉を食  

べた後、6名が炭痘で入院したと、当局が発表した。計167  
名が感染した牛肉を食べたことが判明している。うち危篤  
状態の6名は炭痘であることが確定された。他の161名の  
状態は観察中である。このアウトブレイクは南キルギスタ  
ンで約1ケ月のうちに2番目のアウトブレイクである。  

感染症（PT）   

炭症  

出典  

ProMED－  
m訓ほ0080718．2185  

2008年了月31日、カザフ緊急対策省は、炭痕による患者  

死亡を報告した。7月28日にカザフスタン南部のしenkor町  
の病院に入院した38歳男性は、集中治療にかかわらず7  
月30日に死亡した。この患者は病気のウシの屠殺中に庚  
痘に感染した。  

炭痘  ProMED－  

mai120080806 2419 

2008年9月16日共和国緊急省は、キルギスタン南部で炭  

痕の2つのアウトブレイクが報告されていると発表した。こ  
の致死的疾病はBatken地域で小児数名を含む14名で確  
定されている。全員が病気のウシを処分した後に感染し  
た。Jala卜Abad地域では虎痕の症状を示した6名が入院  
中である。  

炭症  
ProMED－  

mai120080918．2925  

スペイン保健省は、ヒト型狂牛病で死亡したスペイン人男  
性の母親もまた同じ疾病で死亡したと発表した。同じ家族  
で2名が狂牛病で死亡したのは世界で初めてと思われ  
る。母親は60代初めで、2008年8月に死亡し、2008年9月  
24日に狂牛病が原因であったことが確定された。彼女の  
息子は2008年2月に同じ病気で死亡していた。2005年以  
降、スペインでは計4例の狂牛病確定例が報告されてい  
る。  

2008年11月14日付けZimbabweTnbuneによると、ジンバ  
ブエ西部のMatabele［andNorth省Lupane地域で炭症のア  
ウトブレイクが有、少なくとも6人と200頭以上のウシが死  

亡した。感染したウシの肉を食べた村人数名が治療を受  
けている。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

ProMED－  

mai120080926．3051  

炭痘  
ProMED－  

mai1200811163621  

ジンバブ工西部のMatabelelandNorth省Lupane地域では  
最近の炭症のアウトブレイクの後、3000頭以上のウシが  
炭痘に対するウクチンを接種された。2008年11月14日、  
当局は前の報告とは異なり、ウシ147頸が死亡し、2人が  
死亡したと明らかにした。   

ProMED－ majほ0081117．3631  
炭痕  
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概要   

炭痕がジンパフェ南部を襲い、住民と家畜の生命を脅か  

している。MatabeLelandNorth省当局は炭痘による死者は  
2名と確定したが、Lupane近くのDongamuzi地区では6人と  
200頸以上のウシが死亡したとChronicle新聞は報告し  
た。ジン／けエ第2の都市Bul訓Vayaでは大部分の人が  
L岬anaのような田舎の動物の肉を買うため、アウトブレイ  
クが重大な関心事となっている。  

感染症（PT）   

炭症  

出典  

ProMED－  

maiは0081128．3751  

コレラの流行と混合して炭症のアウトブレイクはジンバブ  

エを最悪にしていると国際援助機闇は2008年12月1日に  

警告した。ジンバブエ北西部辺境ではヒトでの感染32例  
および死亡3例が報告されている。炭症により家畜150  
頭、ゾウ2頸、力／巾0頸および水牛50頸が既に死亡した。  
同地区では6万頭のウシが死亡する恐れがある。  

炭症  ProMED－  

mai120081201．3774  

80896に同じ  
炭症  

ProMED－  

m8j120080707．2061  

80896に同じ  炭症  ProMED－  

mai120080708．2080  

80896に同じ  炭痕  
ProM∈D－ mai120080716．2161  

80896に同じ  
炭症  

ProMED－  

mai120080718．2185  

80896に同じ  
硬直‾‾－……‖  

ProMED－  

mai120080806．2419  

80896に同じ  炭症  ProMED－  

maiほ0080918．2925  

156／171ページ  



感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

炭症  

ProMED－  

mai120080926 3051 

ProMEDr  

mai120081116．3621  

炭症  ProMED－  

m∂iほ0081117．3631  

炭症  ProMED－  

mai120081128．3751  

炭痕  
ProMED－  

mai120081201．3774  

バミテプラーゼ（遺伝子組換え）  
吉行す緬葡‾‾‾  

チャイニース ハムスター卵 巣細胞  

有効成分  レビパリンナ  

トリウム  

中国  

ヘパリン  

日本生物  
ヒト胎盤抽出物  

ヒト胎盤  
リンハ）性脈絡髄  

膜炎  

CDC／MMWR2008：  

57（29）：799－801  

2008年4月15日に臓器調速機関が、同一のドナーからの  
腎移植レシピエント2例が重症となり、うち1例が死亡した  

とCDCに通知した。2008年4月22日の検査結果から、ド  
ナーとレシピエント2名は全員リンパ球性脈絡髄膜炎ウイ  
ルス（LCMV）陽性で有、ドナーからの伝播であったことが  
確認された。移植前にはHJV、HBV、HCVなどの梓準的な  
ドナースクリーニング検査は行っていたが、LCMVの検査  
は行っていなかった。   
米国ミネソタ州の68歳男性が、2007年10月12～21日に手  

術後の輸血を受け、敗血症および多臓器不全をきたした  
後、10月31日に発熱を伴う急性血小板減少症を発現し、  
11月3～5日の血液検体からPCR及び杭休検査でアナプ  
ラズマ症慾染が確認された。血液ドナーの1人にA．  
phagocytophiIum陽性がPCR及びJFA検査で確認され、血  
液ドナーに感染源が確認された初の事例となった。   

日本  

ヒト胎盤抽 出物  

細菌感染  
CDC／MMWR2008： 5了・1145－1148  
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概要   

一－●■■－－－●－－－－－－－－－－－－一－－一－－－－－－－一一－■■■t■－－－－－一一一一一一■t－■■●■一－●‾‾‾‾‾‾  

日本のCJDサーベイランスグループの調査によると、死  
体硬膜移植片（大部分がドイツ製品しyodura）に関連した  

CJDと同定された症例数は1996年には43例であったが、  
2008年には132例に増加した。132例全員が1978～1993  
年に硬膜移植を受けており、1985年9月から2006年10月  
に発症した。発症時の平均年齢は55歳（18－80歳）で、潜  
伏期間中央値は12．4年で、最長24．8年であった。  

感染症（PT）  クロイツフェル ト・ヤコブ病  

出典  

CDC／MMWR2008：  
57（42）：1152－1154  

－■－■－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－一一－－－＝－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－●●●－‾ 2007年1月1日～12月31日に英国中の血液センターから  

NHS8T／HPATTけ－ベイランスにTTIが疑われる報告が  
25件有、調査の結果、3件（全て細菌）がTTIと判定され  
た。3件中2件は赤血球輸血に関連、1件は血小板輸血に  
関連していた。21件はTTIではないと判定され、CMVの1  
例は調査が完了していない。赤血球のレシピエントにおい  
て細菌のTTlが確認されたのは1999／2000年以降初めて  

である。  

HPA／HeaLth  
Protect10n Report  

2（43）2008年10月  
24日  

葡薗感賞‾‾‾‾‾‾  

ストレプト  

コックス・ピ  

オゲネス（A  

群3型）Su株  
ペニシリン処  

理凍結乾燥  
粉末  

物注射用  Su株ペニシリン処理凍鯖乾燥粉末  

牛肉  

Su株ペニシリン処理凍結乾燥粉末  

ズヲFジ試聴 末  

Su株ペニシリン処理凍結乾燥粉末  

Su株ペニシリン処理凍結乾燥粉末  
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概要   

FDAの抗ウイルス剤諮問委員会はSoIvay社のCreon  

（PancreIIPaSe徐放剤、NDA20－725）およぴその他の桂酵  
素製品（PEPs）がブタ由来であることから、ブタウイルスに  
よるヒトへの焙染リスクについて検討した。今までにヒトに  
おける感染が発生したとのエビデンスはないが、全ての  
ブタ由来PEPは動物のウイルスを含有し、ヒトにおける感  
染のリスクをもたらす可能性があるとラベルに記載すべき  
であると勧告した。  

感染症（PT）   

ウイルス感染  

出典  

FDA／CDER  

Meeting of the 
Antiviral Drugs 

AdvisorY  

Committee2008年  
12月2日  

原産国   

ウシ：l山脇  

（米国）、骨  
格筋（米国、  
オーストラリ  
ア）、脂肪組  

織（米国）、  

骨髄（米  

国）、結合組  

織（米国）、  
ブタ：心臓、  

膵臓、胃（米  
国、イタリ  
ア、カナダ）  

含有区分  原材料名  報告者名   

中外製薬  ストレフトコックス■ビオケネス（A群  

Su株ペニシリン処理凍結乾燥粉末  格筋、骨髄、  
脂肪組織、結  
合組織、乳、  
ブタ心腹、膵  
臓、胃  

lHewitt Broth 

ブラだ盃汗名証㌫三蒲㌫話石iヌあ葡蕃モ石融「ラ示〕官  
ンにおいてブタからEbola－Restonウイルスが検出されたこと  

を受けて、フィリピン政府がFAO、OIEおよぴWHOに専門  
家の派遣を要請した。2007年およぴ2008年にNuevaEc掬  
およびBulac8nの農場においてブタの死亡が増加したこと  
からフィリピン政府による調査が開始され、ブタ繁殖・呼  
吸器障害症候群（RRRS）およぴEbola－RestonウイJレス感染  
が確認された。フィリピンのサルにおいては感染が確認さ  
れている。  
2008年12月8日、アイJしランド政府より、アイルラント■国内におけ  

るモニタリング検査において、豚肉から欧州委員会の設  
定する基準値を超えるダイオキシンが検出されたため、  
2008年9月以降に食肉処理されたすべてのアイJしランド産豚  
肉等について回収措置を講じるとの通報があった。アイ  
ルランド政府は養豚用の家畜飼料がダイオキシンに汚染  
されていたことが原因としている。  

エボラ出血熱  OIE Press Release  
23Dec2008  

厚生労働省医薬食  

品局 食品安全部  
監視安全課 輸入  
食品安全対策課  
（2008′′12／′′8）  

中毒  
米国、カナ  

ダ、デン  
マーク、英  
国、ドイツ、  
オランダ、ポ  
ルトガル、ベ  
ルギー、フラ  
ンス、アイル  
ランド、スペ  
イン、ハンガ  
リー、韓国   

ヒトインスリ  エポエテン ペータ（遺伝子組換え）  
中外製薬  

FDAの抗ウイルス剤諮問委員会はSolvay社のCreon  
（Pancrelipase徐放剤、NDA20－725）およびその他の隊酵  
素製品（PEPs）がブタ由来であることから、ブタウイルスに  
よるヒトへの感染リスクについて検討した。今までにヒトに  
おける感染が発生したとのエビデンスはないが、全ての  
ブタ由来PEPは動物のウイルスを含有し、ヒトにおける感  
染のリスクをもたらす可能性があるとラベルに記載すべき  

であると勧告した。   

ウイルス感染  FDA／CDER  
MeetJngOfthe  
AntJVJraIDrugs  
Advisory  
Comml仕ee2008年  

12月2日  
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概要   

ブタにおけるEboLa－Restonウイルスの初めての検出：フィリピ  
ンにおいてブタからEbola－Restonウイルスが検出されたこと  

を受けて、フィリピン政府がFAO、OIEおよぴWHOに専門  
家の派遣を要請した。2007年およぴ2008年にNuevaEc由  
およぴBulacanの農場においてブタの死亡が増加したこと  
からフィリピン政府による調査が開始され、ブタ繁殖・呼  
吸欝障害症候群（RRRS）およぴEbola－Restonウイルス感染  
が確認された。フィリピンのサルにおいては感染が確認さ  
れている。   

感染症（PT）   

ウイルス感染  

出典  

0IE Press Release  

23Dec2008  

米国  トロンボモ  
ヒト成人肺組  

デュリンアル  
ファ（遺伝子  

組換え）  

織及びヒトさ  
い構内皮細  
胞由来 cDN  
Aを組み込ん  

だチャイニー  
ズハムスター  
卵巣細胞  

マウスハイプ  米国  
抗トロンホモ  
デュリンアル  
ファマウスモ  
ノクローナル  
抗体  

リドーマ細胞  
をマウス腹腔  
内に捧種して  
得られた腹水  
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生物由来成  
分名   

ヒト絨毛性  
性腺刺激ホ  
ルモン（日  

局）  

概要   

2008年、／くイーア州においてデング熱症例30．000例以上  
が記録されており、2007年同時期と比較して224？も増加し  
た。死亡症例は6件であった。また、リオデジャネイロにお  

いても195000件が登録され、死亡例は142件であった。  

感染症（PT）   

デング熱  

出典  

ProMED  

20080701．2005  

JUL．2008  

原産国  ブラジル  
含有区分  原材料名  一般名   

…‾  
富〔葡毛僅複醐頚木冗喜ジて官房丁  

報告者名  

南アフリカおよぴザンビアにおけるアレナウイルス科の新規  
ウイルス：南アフリカの国立感染症研究所は、米国CDCが以下  

の疾患患者3例について病原因子を特定するための検査  
を行い、新型のウイルスを突き止めたことを発表した。ザ  
ンビアに居住する会社員で治療のため南アフリカに移動し  
2008／9／14死亡（初発症例）。初発症例の介吾妻をした2名で  
ヨハネスブルグの病院でそれぞれ10／′2と10／5に死亡。   

セアラ州におけるデング熱の検査確認症例は41172例、  
死亡症例は16例である。1986年以来、1994年の47789例  
についで2番目に大きい流行である。州都フォルタレーサ  
でセアラ集の検査確認症例の74．4％が発生した。  

ウイルス感染  The MercurY  
Oct122008  

ProMED20081028－ 33980ct28．2008  デング熱  

リオデジャネイロ州においてデング熱が大発生しておリ  
2008年10月29日までに登録されたデング熱症例は  
250026（死亡確定症例181例を含む）で有、他にデング熱  
による死亡が疑われる143件について調査中である。  

ProMED20081104－ 3459NovO4．2008  デング熱  

ハリケーン被害地域（ルイジアナ州およぴミシシッピ州）の  

2006年のウエストナイルウイルス感染発生率は2002－  
2005年の平均発生率と比較して2倍以上に増加した。  

ウエストナイル ウイルス  
添加物  

米国  
人血清アル  
ブミン  

EmergInfectDis  
14：804－807  

May2008  
インターフェロンアルファー2b（遺伝子組 換え）  

シェリン グ・プラウ  

2008年、バイーア州においてデング熱症例30．000例以上  
が吉己録されており、2007年同時期と比較して22肪増加し  
た。死亡症例は6件であった。また、リオデジャネイロにお  
いても195000件が登録され、死亡例は142件であった。  

ロシア（／くシコルトスタン共和国）において腎症候性出血  

熱（HFRS）に400人以上が感染し、2例が死亡した。400例  
は2007年に記録された症例数のほぼ2倍である。同共和  
国領域は世界でも有数のHFRSウイルス分布の高い流行地  

域で有、感染率のトクは赤ハタネズミの個体数増加と一  
致すると予想された。   

ProMED  

20080701．2005  

JUL．2008  

デング熱  

ProMED20080714－ 2139J山14．2008  ハンタウイルス  
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lし▲   

概要   

2008年4月15日に臓器調速機関が、同一のドナーからの  
腎移植レシピエント2例が重症となり、うち1例が死亡した  

とCDCに通知した。2008年4月22日の検査結果から、ド  
ナーとレシピエント2名は全員リンパ球性脈絡髄膜炎ウイ  
ルス（LCMV）陽性で有、ドナーからの伝播であったことが  
確認された。移植前にはHIV、HBV、HCVなどの榛準的な  
ドナースクリーニング検査は行っていたが、LCMVの検査  
は行っていなかった。  

感染症（PT）   

‾  
筍六葡耐福葡  
膜炎  

出典  

CDC／MMWR2008：  

57（29）：799－801  

コルド／く州の公立病院で輸血を受けた集中治療患者2名  

がHⅣ感染した。ドナーは2007年12月の献血時は陰性、  
再び献血した2008年5月に陽性が確認され、2007年12月  
の献血直前lこ川∨に感染したと思われる。  

Associated Prcss  

Aug．15．2008  

HlV  

ポーランドで急性トキソプラズマ症および急性パルボウイ  
ルス症の血清学的特徴が旺明された妊婦の胎児に、胎  
児水痘症あるいは脳質拡大、胎児水腫、子宮内胎児死  
亡、羊水異常が見られた。   

l  

においてA型肝炎症例の増加が観察されており、年初か  

トキソプラズ  
マ・パルボウイ  
ルス啓染  

A型肝炎  

GinekoIPo179  

186－1912008  

Eurosurve＝ance vo  

13，40．Oct．2．2008  

ら9月28日までに602例が報告され、2007年の同時期に8  
倍、2003－2007の各都市の同時期平均と比べて6倍で  
あった。  

シンがホ○－ルにおける輸血によるデング熱出血感染症：2007  デング熱  N EnglJMed  
359（14）1526－1527  

0ct．2．2008  
年7月に献血をしたデング熱ウイルス（2型）ホ症候性ドナーか  

ら赤血球及び新鮮凍結血柴レシピエント（2例）がデング熱ウイ  

ルス（2型）陽性であることが判明し、血小板レシピエント（1例）も  
二次性デング熱感染について血清学的エビデンスがあっ  
た。  

NEngtJMed359（14）1526－1527に掲載された報告によ  

ると、2007年シンカ甘－ルにおいて献血ドナーの52歳の男性  
から輸血された3例（62．了2．74歳の男性）がデング熱ウイル  
スに感染した。3例の状態は良好である。  

芋ジグ熟■……  
BloombergOct，02． 2008  

南アフリカおよびザンビアにおけるアレナウイルス科の新規  

ウイルス：南アフ他の国立感染症研究所は、米国CDCが以下  
の疾患患者3例について病原因子を特定するための検査  

を行い、新型のウイルスを突き止めたことを発表した。ザ  
ンビアに居住する会社員で治療のため南アフリ加こ移動し  
2008／9／川死亡（初発症例）。初発症例の介護をした2名で  
ヨハネスブルグの病院でそれぞれ10／2と10／5に死亡。  

草稿指感官‾  
The Mercury  

Oct．122008  
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概要   

輸血によるAnaplasmaphagocytophiLium感染、ミネソタ州  
2007年：64歳の女性ドナーおよぴ68歳男性レシピエントから  

アナプラズマが検出され、赤血球製品輸血による感染が  
確認された。  

デング出血熱、2008年最新情報－インドネシア（ジャワ）：  

中部ジャワ州BanyunlaS県の衛生当局は2008年11月中旬  
までのデング熱症例551例が記録され、2007年と比べて  
症例数が2倍以上増加したことを報告した。死亡例は5件  
であった。  

感染症（PT）   

細菌感染  

出典  

CDC／MMWR  
57（42）．1145－1148  

0ct．24．2008  

デング熱  ProMED  

mai120081118－3636  

Nov18，2008  

ProMED  

mai120081118－3636  

Nov18．2008  

ス  
20081120－3664  

Nov20．2008  

デング熱  デング出血熱、2008年最新情報一米領サモア：2008年1月  
以降のデング熱の確定診断症例数が400例に達した（評  
価者注：2007年は109例）。うち死亡は1例である。   

腎症候性出血熱←ロシア（サマラ州）．サマラ州の住人にお  

ける腎症候性出血熱の症例数は2007年の3倍に増加し、  
2008年10月までの症例数は222例であった。調査によリヒ  
トヘの恕染源であるげっ歯類の28％が感染していることが  
示された。  

ハンタウイル  

季節外れのデング熱症例の増加－ホーチミン市：ホーチミ  

ン市熱帯病院の副院長によると毎日30例から50例のデン グ熱症例を受け入れ150から200例を入院させている。市  
の保健当局高官によると2008年には14000例が記録さ  

れ、2007年に比べて35％の増加であると述べた。  

オランダ・ブラバント州の公衆衛生局が行った調査でQ熱  

の症例報告数が急激に増加し、2008年7月21日付けで  
491症例が報告されている。陪染症管理センター長による  
と、実際の感染者数は報告された症例数の10倍であると  
思われる。2007年まではQ熱はオランダではほとんど存  
在しなかった。  

インド東部のケソクルプラデシ州で小児を死亡させている  
原因不明のウイルスは、インド保健省の専門家らにより  
急性脳炎症候群と診断された。同州の13の地区では、数  
週間におよそ800人の患者が発生し150人が死亡したと報  

告され、その数は増加すると見られている。血液検査で  
日本脳炎陽性となった患者は5％以下であった。日本脳炎  
と工ンテロウイルスとの混合感染の可能性について調査  
中である。  

デング熱  Thanh Nien News  

Nov．27．2008  

リケッチア症  ProMED－  

mai120080728．2306  

ProM∈D－ m∂iほ0080828．2697  ウイルス性脳  
炎  

Proc Natl Acad Sci 

USA2008：105．  

14124－14129  

ウイルス感染  インフル工ンザ様疾患の小児の呼吸分泌物中から、汎ウ  
イルスマイクロアレイ法を用いて、初めてヒトカルディオウ  
イルスを同定した。系統遺伝学的分析から、このウイルス  
はTheilerのネズミ脳脊髄炎ウイルス亜型に属し、SaffoId  
ウイルスと最も近縁であった。また、胃腸疾患患者群498  
名から得た751例の糞便検体中6検休からカルディオウイ  
ルスが検出された。   
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感染症（PT）   

ウイルス感染  

概要   

2008年10月初旬に南アフリカでアレナウイルスによる感  
染のアウトブレイクが同定された。9月12日から10月24日  
までに計5例が報告され、5例中4例が死亡し、1例は入院  
中である。死亡した4例では発病から死亡まで9～12日間  
であった。塩基配列分析より、ユニークな旧世界アレナウ  
イルスが原因であることが明らかとなった。現在のところ  
新たな疑い症例はない。  

出典  

ProMED－  
mai120081028．3409  

米国ミネソタ州の68歳男性が、2007年10月12～21日に手  
術後の輸血を受け、敗血症および多楓器不全をきたした  
後、10月31日に発熱を伴う急性血小板減少症を発現し、  
11月3－5日の血液検体からPCR及び抗体検査でアナプ  
ラズマ症感染が確認された。血液ドナーの1人にA．  
phagocytophilum陽性がPCR及びJFA検査で確認され、血  
液ドナーに感染源が確認された初の事例となった。   

細菌感染  CDC／MMWR2008：  

57．1145－1148  

へ／引ノンナト リウム  

乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子  
乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ  
人免疫グロブリン  
フィブリノゲン加第ⅩⅢ因子  
乾燥濃縮人活性化プロテインC  
ヒスタミン加人免疫グロブリン製剤  
トロンビン  
乾燥スルホ化人免疫グロブリン  
人血清アルブミン  
乾燥ペプシン処理人免疫グロブリン  

初代腎臓培 養細胞  
乾燥弱毒生風しんワクチン  

オーストラリ  

ア、米国、  
ニューー  
ランド、カナ  
ダ  

乾燥組織培養不活性化狂犬病ワクチン  
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分名   

生物由来成    血清  
原材料名  原産国   

オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド  

含有区分  

乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥組織培養不活化A型肝炎ワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
乾燥組織培養不活化狂犬病ワクチン  

筋アデニル  
酸  ②乾燥弱毒生風しんワクチン  

③乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
④乾燥組織培養不活化狂犬病ワクチン  

ペプトン  日本、米国  
〔p乾燥和昭曙養侵そうワクチン  
②沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
③沈降破傷風トキソイド  
④ジフテリア破傷風混合トキソイド  
⑤ジフテリアトキソイド  
⑥コレラワクチン  
⑦乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
⑧乾燥ボツリヌスウマ抗毒素  
⑨沈降精製百日せきジフテリア破傷風  
混合ワクチン  
⑯破傷風トキソイド  

②～⑯製 造工程  

コレステロー  ヒツジ毛  

ニュージー ランド、オー ストラリア  
且）乾燥和服培養癒そうワクチン  
②乾燥弱毒生風しんワクチン  
③乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
④乾燥組織堵養不活化狂犬病ワクチン  

ル 

乾燥細胞培養癒そうワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
乾燥組織培養不活化狂犬病ワクチン  

エリスロマイ  

シンラクトビ  

オン酸塩  

米国、カナ  

ダ、オラン ダ、ニュー ジーランド  清療法研  
化学及血  究所  

葡蕗系薩誉‾‾‾  米ミネソタのブタ処理施設における神経疾患症例のクラ  
スターに関する継続調査。米国処理施設の調査で3施設  
のみにおいて脳組織を摘出するための圧縮空気技術の  
使用が確認され、3施設全てで合計施設労働者24名の進  
行性炎症性神経障害（PIN）発症が確認されている。作業  
仮説は依然として、これらの労働者神経障害を引き起こ  
す自己免疫反応の進行を導く細かい霧状の脳組織に暴  
露された、ということである。   

Health ProtectJOn  

ReportVot．2．No32  

2008年8月8日  
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感染症（PT）   

E型肝炎  

出典   
IDWR感染症週報  

2008年第36遇  

概要   

柑99年4月（感染症法施行）～2008年第26遇に都道府県  
から報告された288例のうち、国内感染例218例、男性177  
例、女性41例である。感染経路は経口感染があり、飲食  
物の記載があったものは111例で、内訳はブタ47例、イノ  
シシ24例、シカ15例である。予防は肉や内臓を充分加熱  
することである。  

食品加エフタ内鹿処理を業務とする従業員の男性（68歳）  
に発症した細菌性髄膜炎においてStreptococcussuisが  
同定された。本菌感染と職業との関連が推定されたが、  
具体的な感染経路は不明である。また、ヒトーヒト感染は  
確認されていない。  

レンサ球菌感 染  
IASR2008：Vo129：  

No92008年9月  

インフルエンザ  
米国CDCは国内の季節性インフルエンザの活動性に関  

する最新情報1例を報告した。テキサス保健当局に報告さ  
れた情報によると患者は2008年10月中旬にブタとの数回  
陣触後、ブタインフル工ンザウイルスA／川Nlに感染した。  

当局は疾患の詳細は把握していないが、患者の家族又  
は接触者には発症していない。  

ProMEDmaiI200811  

25．3715  

インフルエンザ  米国2008年9月28日～11月29日におけるインフルエンザ  
ウイルスの活動性に関する報告。新規のインフルエンザA  
ウイルスに感染したヒト症例1伊い4歳）がTexasから報告  
された。ブタとの数回操触後、ブタインフルエンザウイル  
スA／HINlに感染した。症例は回復し、患者の家族又は  
接触者には発症していない。  

CDC／MMRW  

57（49）1329－  

1332／2008．12．12  

フィリピンにおいて少なくとも一人が検査でEbola－Restonウ  

イルス陽性：Ebola－Restonウイルス感染は2008年に2ケ所のブ  

タ農場で発見され、これらの農場の労働者50人以上がウ  
イルスに曝露したが、検査陽性は1例のみで有、症状は出  
ていない。ブタからヒトへの感染は今回が初めて。2009年  
1月23日   

米国lowa大学公衆衛生学TaraSmith教授はブタ生産シス  
テム会社からMRSA ST398株がブタとヒトにおいて発見さ  
れ、ブターヒト間の伝搬が示唆されたことを報告した。   

ProMEDmai1  

20090123．0293  

黄色ブドウ球  
菌感染  

ProMEDmai1  

20090126．0348  
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使用  

適正  讐 無  生物由来成   分名  ヘパリン  
感染症（PT）  

症例  蕪…‾  
含有区分  

原産国  ブラジル  
原材料名  報告者名   

‾‾  
百有襲蕃  

⑨添加  

物・製造  
造工程   工程  

②人血清アルブミン（5ワふ）  

③人血清アルブミン（2肌）  
④人血清アルブミン（25％）  

⑤乾燥ポリエチレングリコール処理人免  
疫グロブリン  
⑥トロンビン  
（苛乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ  

⑧人免疫グロブリン  
⑨乾燥人血液凝固雇Ⅸ因子複合休  

米国の国立プリオン病病因調査センターに2002年5月か  

ら2006年1月に紹介された患者11名（平均発症年齢62歳）  
を調べたところ、海綿状変性の型、PrP免疫染色パターン  
およびマイクロプラークの存在が、既知のプリオン病とは  
異なり、通常の方法では典型的なプロテアーゼ抵抗性  
PrPは検出されなかった。我々はこれらをプロテアーゼ審  
受性プリオン病（PSPr）と名付けた。PSPrは、プリオン病  
の中では稀ではなく、我々のデータが示すよりもさらに多  
い可能性がある。  

インフル工ンザ様疾患の小児の呼吸分泌物中から、汎ウ  
イルスマイクロアレイ法を用いて、初めてヒトカルディオウ  
イルスを同定した。系統遺伝学的分析から、このウイルス  
はTheilerのネズミ脳脊髄炎ウイルス亜型に属し、Saffold  
ウイルスと最も近縁であった。また、胃腸疾患患者群498  
名から得た751例の糞便検体中6検体からカルディオウイ  

ルスが検出された。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

亭国∵言海H  
ヒト尿  

ミリモスチム  Ann Neuro12008：  

63二697－708  

Proc Natl Acad Sci 
USA2008：105．  
14124－14129  

ウイルス啓染  

米国で1981年11月に原因不明の発熱を呈した8ケ月の女  

児の大便検体から同定されていない病原体を培養し、単  
離したウイルスのヌクレオチド配列を調べたところ、  
Theilerのマウス脳脊髄炎ウイルスと高い相同性を示し  

た。ウイルスゲノムのほぼ全長配列と系統遺伝学的解析  
から、このウイルスはピコナウイルス料カルディオウイル  
ス属であることが明らかとなった。この新規のウイルスを  
SAF－∨と命名した。  

カナダにおいて、Saffoldウイルスに関連するカルジオウイ  
ルス分離株が呼吸器症状を有する3名の子供からの1咽  
頭吸引物から検出された。Canl1205卜06分離株のポリプ  
ロティン配列は、Saffoldウイルスと91，2％のアミノ酸同一性  
を有した。しかし、ウイルス表面のEF及びCDのループは、  
かなり異なっていた。   

ウイルス感染  
2007，45．2144－  JCIIn MICrObio1  2150  

ウイルス感染  EmerglnfectDis  
2008．14：834－836  
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感染症（PT）   

ウイルス感染  

出典  

EmergInfectDis  
2008；14：1398－  
1405  

概要   

ドイツとブラジルの全年齢群の胃腸炎患者由来の大便検  
体844例においてSaffoh】様ウイルスに関するシステマ  
テイツク分子スクリーニングを行った。その結果、6歳未満  
の患者で6つのカルディオウイルスが同定され、6名中4名  
では共感染していた。大流行／くターンに関するエビデン  

スは得られなかった。系統遺伝学的解析の結果、3つの  
異なった遺伝的系統が同定された。2大陸で非常に近い  
株が見つかったことから、ヒトにおける世界的な分布が疑  
われる。  

2001年および2002年の台湾南部におけるデング熱アウト  
ブレイクでは、2002年の方が感染症例数および重症度と  
も増加した。重症化を伴ったウイルス進化を調べるため、  
流行時の患者31名（デング熱14名、デング出血熱17名）の  
血策由来のデングウイルス2型配列を調べた。工ンベロツ  
プおよび全ゲノム配列解析の結果、2つのアウトブレイク  
のウイルス間で4つの遺伝子における5つのヌクレオチド  
変化が明らかとなり、2002年ウイルスは2001年ウイルス  
のマイナー変異株由来であることが示された。  

デング熱  
Hyg2008：79：495－  AmJTropMed  504  

結核  第117回日本結核  
病学会東北地方会  
（2008年9月20日）  

38．50cの発熱を主訴とし来院した54歳男性は胸部X線写  
真ですリガラス陰影を認め、尿中レジオネラ抗原陽性の  
ため、レジオネラ肺炎と診‡折された。患者喀疾から  
LrubriLucens、温泉水からLrubnIucensとLpneumophilaの  
2菌種が分離された。尿中抗原検査はL．pneumophita陽性  
を示し、患者はL．rubrilucensとLpneumophilaの複合感染  
と推定された。L，rUbrilucensが同定された国内外初めて  
の肺炎症例である。  

lよご   

チクングニヤウ  
イルス感染  

2007年にテクングニヤウイルス（CHIKV）の新たな広範囲  

のアウトブレイクがあったインドのケララ州の3つの最悪感  

染地区で収集された分離株ウイルスについて、遺伝子配  
列の解析を行った。その結果、糖蛋白エンベロープ1（El）  
遺伝子の配列に、ヒトスジシマカにおけるC川KV感染性を  
上げるとされるA226V変異が認められた。   

新たな狂犬病ウイルス変異体の同定：アメリカのカリフォル  

ニアで狐にかまれたメキシコ移民男性が2008年3月に死亡し  
た。脳のサンプルから単離したウイルスの塩基配列の解析  
より昆虫食コウモリの狂犬病ウイルスクレイドの特徴的分  
子構造を有するが、遺伝的多様性としては5％有、高度に  
保存された321番目のヒスチジンがグルタミンに変異して  
いることから、新たな考王犬病ウイルスとして分類した。  

JGenViro12008：  
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亨王犬病  EmergInfectDis．  
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概要   

広範性らい腫らい（DLL）により死亡した患者から  
Mycobactenum属の新種が確認された：DLLにより死亡し  
た1症例から肝組織、他の1症例から皮膚組織から抗酸菌  
のDNAを抽出し16SribosomalRNA遺伝子および他の5つ  
の遺伝子の相同性を解析した。その結果。らい腫（M．  
leplae）と共通の起源ではあるが、そこから分岐した別の  

mycobactenaであることからMlepromatosisと命名した。  
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ハンセン病、ら  
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出典  
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バクスター  
ルリオクトコ  
グ アルファ  
（遺伝子組  

換え）  

ルリオクトコグ アルファ（遺伝子組換 え）  チャイニーズ  
ハムスター卵  
巣細胞株  

高力価の培養デングウイルス セロタイプ2をアルブミンお  
よび免疫グロブリンの各種製造工程（低温エタノール分  
画、陽イオン交換クロマトグラフィー、低温殺菌、S／D処理  
およぴウイルスろ過）前の検体に加え、各工程での同ウイ  
ルスのクリアランスをVeroE6細胞培養におけるTCID50  
アツセイおよびRT－PCRで測定した。その結果、全てのエ  
程が不活化・除去に有効であることが示された。  

Blood誌のprepublishedonlineに掲載されたヒツジにおけ  
る研究によると、輸血によるBSE伝播のリスクは繁くほど  
高い。エジンバラ大学で行われた9年間の研究は、8SEま  
たはスクレイピーに昏染したヒツジからの輸血による疾病  
伝播率を比較した。その結果、8SEおよびスクレイピーと  
も輸血によリヒツジに効率よく伝播された。症状を呈する  
前のドナーから採取された血液によっても伝播することが  
示された。  

デング熱  人Cl－インア  
ヒト血液  

米国、ドイ  
ツ、オースト  

リア  

Transfusion2008，  
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異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

ArTlerican Society  
of  
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CSLベー  

破傷風抗毒素  
フィブリノゲン加美XIlI因子  

乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ  

ブタにおけるEbola－Restonウイルスの初めての検出：フィリピ  
ンにおいてブタからEbola－Restonウイルスが検出されたこと  

を受けて、フィリピン政府がFAO、0IEおよぴWHOに専門  
家の派遣を要請した。2007年およぴ2008年にNuev∂Ec軸  
およぴBulacanの農場においてブタの死亡が増加したこと  
からフィリピン政J削こよる調査が開始され、ブタ繁殖・呼  
吸器障害症候群（RRRS）およびEbolaRestonウイルス感染  
が確言忍された。フィリピンのサルにおいては感染が確認さ  
れている。   

エボラ出血熱  ヘパリンカル  ヘパリンカルシウム  0IE Press Release  

23Dec2008  
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概要   

フィリピンにおいて少なくとも一人が検査でEbota－Restonウ  

イルス陽性‥Ebola－Restonウイルス感染は2008年に2ケ所のブ  

タ農場で発見され、これらの農場の労働者50人以上がウ  
イルスに曝露したが、検査陽性は1例のみで有、症状は出  
ていない。ブタからヒトヘの感染は今回が初めて。2009年  
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エボラ出血熱  

出典  

ProMEDmai1  

20090123．0293  

1月23日  ● 
フィリピン政府は2009年1月23日に感染7タと搾触したと  
思われる一人がエボラウイルス・レストン株（ERV）の抗体  

（IgG）検査で陽性となったことを伝えたが、1月30日にさら  

に4人がERV抗体検査陽性となったことを発表した。5人は  
健康状態もよく、いずれも感染ブタに直接接触したことで  
ウイルスに暴露された可能性がある。   

WHO／〔PR2009年2 月3日  

エボラ出血熱  

［羊頭妻細面‾  宿主細胞  

は、  
Amer柑an  

Type  
Culture  

Collect10∩  

（ATCC）か  

ら入手した、  

ヒト繊維肉  

腫由来細胞  
HT－1080で  

ある。  

イデュルス  

ルファーゼ  
（遺伝子組  

換え）  
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出典  含有区分   原産国   

米国、  

ニューー  
ランド  髄、結合組  肪細胞、骨  織、心臓及び 骨格筋）  

ティーカラム  
樹脂（大腸  
菌による遺  
伝子組換え  
たん白質）  

中国  ヒト尿  
ヒト絨毛性  
性腺刺激ホ  

ルモン  

ヒト絨毛性性腺刺激ホルモン  

ウシ血清由  
来成分  ラガ丁レシザーゼアルファ（遺伝子組換 え）  

製造工程  米国  

トリプシン  テガ元シターゼ アルファ（遺伝子組換  

え）  

米国、カナ  

ダ又は中国  

米国   諜葡藤森‾叩  
ヒト線維肉  
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